




















2つ目の目標である二交代制の導入については 18年 1月に A棟の 3病棟から施行しました。平成
16年に看護職員が夜間の出退勤時に危険にさらされたのが動機ですが看護職員の QOLを高め、看護
の質を高めることが目的ですので看護職員個々のライフスタイルに合わせた勤務体制が選択できるこ
とが看護の質の向上に貢献できると考えています。
看護業務の整理については、 18年度にはシーツ交換業務の業者委託が実現可能となります。全て
を委託にできませんが重症患者に付いては看護者が行いますので、作業の効率化を図るために包布の
結び紐 3本を 2個のリングに変更することができました。たかが紐ですが、されど紐です。作業効
率は上がるはずと期待しています。些細なことですがコツコツとりくんでいくことが業務整理の一歩
であると信じています。更に周辺業務のサポートシステム在確立するために看護助手 9名の採用が
認められました。看護助手9名のみですので全病棟への配置はできませんが病床利用率や在院日数
を参考にして配置していきたいと考えています。次年度は通常業務老実践しながら法人化のための棚
卸や電子カルテ導入準備で益々忙しくなります。看護部は他職種との係わりが多岐にわたるため業務
量も多くなりーますが特に電子カルテ導入の目的を理解しそれぞれの職種の専門性を明確にできるよう
に取り組んでいきたいと思います。新しいシステムが導入されることで一時的に混乱が生じると考え
ますが皆さんの知恵と工夫と組織力を持って乗り越えていけることを念じています。
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